
　

花
が
咲
き
、
小
鳥
の
歌
が
聞
こ
え
る

温
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
本
作「
紅

地
金
襴
手
雲
雀
迎
春
花
文
飾
壺
」は
、
春

の
訪
れ
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
な
典
雅

優
美
な
飾
壺
で
す
。
壺
に
描
か
れ
て
い

る
の
は
、
雲ひ
ば
り雀
と
黄お
う
ば
い梅
で
す
。
雲
雀
の

鳴
き
声
は
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
声
と
さ

れ
、
黄
梅
は
春
先
一
番
に
咲
く
こ
と
か

ら
中
国
名
で「
迎げ
い
し
ゅ
ん
か

春
花
」
と
呼
ば
れ
、
春

を
迎
え
る
花
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

加
藤
土
師
萌
は
、
愛
知
県
瀬
戸
市
に

生
ま
れ
、
一
九
六
一
年
、
重
要
無
形
文

化
財「
色い
ろ
え
じ
き

絵
磁
器
」保
持
者（
人
間
国
宝
）

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
陶
磁
に
つ

い
て
高
い
見
識
を
持
ち
、
陶
技
を
追
究

し
、
黄こ
う
ち
こ
う
さ
い

地
紅
彩
、
萌も
え
ぎ
き
ん
ら
ん
で

葱
金
襴
手
、
青
白

磁
な
ど
を
現
代
に
甦
ら
せ
る
と
と
も
に
、

織
部
、
黄
瀬
戸
、
唐
津
、
萩
、
備
前
な

ど
様
々
な
技
法
を
幅
広
く
駆
使
し
、
優

れ
た
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

　

本
作
の「
紅こ
う
ち
き
ん
ら
ん
で

地
金
襴
手
」
と
は
、
器

の
表
面
を
赤
絵
具
で
塗
り
、
金
箔
を
文

様
の
形
に
切
り
、
貼
り
付
け
る
技
法

で
、
加
藤
は
こ
れ
を
中
国
・
明
時
代
の

景け
い
と
く
ち
ん
か
ん
よ
う

徳
鎮
官
窯
の
技
法
か
ら
学
ん
で
い
ま

す
。
切
り
貼
り
さ
れ
た
金
箔
と
、
針
彫

り
に
よ
る
自
由
な
描
線
に
よ
り
描
か
れ

た
文
様
は
、
筆
書
き
と
は
一
風
違
う
魅

力
を
作
品
に
与
え
て
い
ま
す
。
加
藤
は

鳥
や
花
な
ど
自
然
の
形
態
を
文
様
化
す

る
感
覚
に
優
れ
、
伸
び
や
か
な
動
植
物

文
様
の
反
復
に
よ
っ
て
覆
い
尽
く
さ
れ

た
壺
は
、
華
々
し
さ
と
瑞
々
し
い
情
感

に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
壺
に
は
、
加
藤
の
技
法
追
究
に

よ
る
知
性
と
、
自
然
物
に
寄
せ
る
温
か

な
感
性
と
が
み
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

陶
に
親
し
む
4
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
の
所
蔵
品
か
ら

加か

と

う藤
土は

じ

め

師
萌
（
一
九
〇
〇
―
一
九
六
八
）

紅こ
う
ち地
金き

ん
ら
ん襴
手で

雲ひ
ば
り雀
迎げ

い
し
ゅ
ん春
花か

も
ん文
飾か

ざ
り
つ
ぼ壺 

一
九
六
八
年

（
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
学
芸
課　

宮み
や
も
と本
梨り
え衣
）

※
展
示
は
六
月
八
日
（
日
）
ま
で

「紅地金襴手雲雀迎春花文飾壺」
昭和43年（1968）
高21.9×幅20.8㎝

　市の観光イベントや県内外の観光キャンペーンで活
躍するかさま観光大使の第14代目に阿部真知子さんと
渡部亜津紗さんの2人が選ばれました。
　先輩大使の2人とともに、平成26年4月から28年3
月までの2年間、笠間市の観光ＰＲを行っていきます。
　みなさん、よろしくお願いします！

阿
あ べ

部 真
ま ち こ

知子 渡
わたなべ

部 亜
あ づ さ

津紗

おもてなしとは、“相
手のこころをほぐすこ
と”だと考えます。あ
たたかな笑顔でおもて
なしのできる観光大使
を目指します。

かさま観光大使として
笠間市のＰＲができる
ことを大変うれしく思
います。一人でも多く
の皆様に笠間市の魅力
を、紹介できるよう頑
張りたいです。

山形県出身 笠間市出身

　　第14代
かさま観光大使を
紹介します！
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